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診療放射線技師
業務標準化宣言

いま我が国では「安心で安全な医療の提供」が国民から求められている。そして厚生医療の基本である「医療の
質の向上」に向けて全ての医療職種が参加し、恒常的に活動をする必要がある。

私達が携わる放射線技術及び医用画像技術を含む診療放射線技師業務全般についても、国民から信頼される普遍
的な安全技術を用いて、公開しなくてはならない。そして近年、グローバルスタンダードの潮流として、EBM

（Evidence Based Medicine）、インフォームドコンセント、リスクマネジメント、医療文化の醸成、地球環境保
全なども重要な社会的要求事項となっている。

公益社団法人東京都診療放射線技師会では、『国民から信頼され選ばれる医療』の一員を目指し、診療放射線技
師の役割を明確にするとともに、各種業務の標準化システム構築を宣言する。

診療放射線技師業務標準化には以下の項目が含まれるものとする。

1．ペイシェントケア
2．技術、知識の利用
3．被ばく管理（最適化／低減）
4．品質管理
5．機器管理（始終業点検／保守／メンテナンス）
6．個人情報管理（守秘／保護／保管）
7．教育（日常教育／訓練／生涯教育）
8．リスクマネジメント

～患者識別
～事故防止
～感染防止
～災害時対応

9．環境マネジメント（地球環境保全）
10．評価システムの構築

公益社団法人東京都診療放射線技師会

診療放射線技師
業務標準化宣言

会長　篠原健一

打ち上げ花火にしてはならない
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会長　篠原健一

打ち上げ花火にしてはならない

　令和元年、われわれの職能がより認知されることにつながるであろう出来事が続いた。ドラマ「ラ
ジエーションハウス」の放映、診療放射線技師初の衆議院議員誕生などである。
　しかし、相変わらず名称・呼称の不適切なシーンがなくならない現実もある。
　以前の巻頭言で「日本は古来 “言霊（ことだま）” の国、漢字が入る以前から言（こと）と事（こと）
は同義であった。名前があって正しく認識されて初めてそのものが実体となるのである」と書いたが、
あの時の拙稿のきっかけはある団体の「診療の質向上～チーム医療の推進…」という目的で開かれた
会議に出席した際、座長の某大学病院院長殿が頻繁に “レントゲン技師”（一応さん付け）と発言し
ていたことにある。口頭とメールで何回かやんわりと注意を促したが、私が参加している間は改まら
なかった。同氏は “看護婦さん” との呼称も繰り返しており、なかなかの根深さを感じたものである。
　最近の出来事を二つ。職場のさるベテラン医師が学会発表をするので予演会を聴いてほしいという
ので参加した。スライド内の表記も口述も「胸部レントゲン」だったので、「胸部エックス線撮影ま
たは検査の方が良い」と具申したところ、「間違いか！」と来たので「間違いとは言わないが、学会
発表や論文では正確ではないと思います」と申し上げたが最後まで不満顔であった。
　もう一つは、某区保健所が区医師会に宛てた「令和元年度東京都乳がん検査従事者等講習会の開催
について（依頼）」という通知に、
　【当該通知におきまして、「2. 受講（推薦）対象」に、「（医師、看護師、臨床検査技師、事務職員等）
～「※ここでの乳がん検診とは、マンモグラフィー検査による健診を指します」】とあったので、「マ
ンモグラフィー（乳房エックス線撮影）は医師または診療放射線技師のみが行える検査であり、対象
者の「臨床検査技師」という記述はおかしいではないか」と保健所の担当部局を訪ねて口頭および文
書で指摘した。その場では「お預かりします」であったが、メールで以下の回答があった。
　【本日窓口でご指摘のあった件でございますが、東京都からの通知にも同様の記載になっておりま
す。つきましては、東京都の担当者にお問い合わせいただきますようにお願いいたします】　
　医療行政の出先機関で俸給を得ている人々でさえこの程度というのは情けない。間違いが分からな
いのである。その後、保健所の意向により同区医師会から通知された医療機関が同様の問い合わせを
したところ、【都のパンフレットを印刷した印刷会社に連絡してください】という摩訶不思議な回答
であったとのことである。認識が乖

かい

離
り

しすぎていて、失笑してしまった。
　しかし、他者を責めてばかりではいけない。自らが正しく呼称されるような一層の努力が必要であ
る。職能の成り立ちや法整備や今回のような業務範囲の拡大の歴史も認識しなければならない。そし
て、この流れを次世代からさらに未来へと受け継いでもらわなければならない。
　診療放射線技師として初めて衆議院議員となった畦元将吾氏。彼の名前も経歴も選挙活動も知らな
かった診療放射線技師さんも多いと思うが、国政においてしっかり仕事をしてもらい、われわれの職
能の認知度を上げるためにも、氏の活動への応援・支援を一層高めていただきたい。
　まだまだ現実には認識・認知が低いことに憤りを覚える。冒頭に記した事案により少しでも改善・
向上することを期待するが、ただ浮かれているだけでは打ち上げ花火で終わってしまうのである。
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2019年度　城北支部研修会
テーマ「JAXA/ISSを知っていますか？」

～JAXA/ISSの概要と宇宙飛行士の健康管理
 （特に放射線被ばく管理について）～

講師：国立研究開発法人　宇宙航空研究開発機構　有人宇宙技術部門　総括医長　三丸　敦洋　氏

　ロケット研究者のツィオルコフスキーが「地球は人類のゆりかごである。しかし人類はゆりかごにいつ
までも留まっていないだろう」という言葉を遺しています。現在、人類はその言葉通りの過程をたどって
いるのではないでしょうか。
　地上から高度およそ400kmの軌道を回る “ISS（国際宇宙ステーション）”。そこでの滞在には、非常に多
くの障害が待ち受けています。その中でも目に見えない障害である “宇宙放射線”。高エネルギーの粒子や
電磁波が絶え間なく飛び交う環境で過ごすには、滞在者の健康管理（被ばく管理）も非常に重要になって
きます。
　今回は、そんな壮大なる冒険とわれわれ診療放射線技師との共通点？　“健康管理（被ばく管理）” を宇
宙航空研究開発機構、そう、あの “JAXA” から講師をお招きしてご講演いただきます。
　皆さまお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
　なお、会場の関係上先着70名とさせていただきます。

記

日　　　時：令和元年10月4日（金）19時00分～20時00分（受付開始18時30分～）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター
 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：診療放射線技師1,000円
 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法： 東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は

“城北支部” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務
所にFAXでお申し込みください。 ※先着70名まで

問い合わせ：城北支部委員会 E-Mail：shibu_jouhoku@tart.jp
 第 5 地区委員長 稲毛秀一
 第 6 地区委員長 髙橋克行（城北支部委員長）
 第16地区委員長 工藤年男
 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう

” から講師をお招きしてご講演いただきます。
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第66回きめこまかな生涯教育
テーマ「四肢CT～明日から迷わないために～」

講師：東千葉メディカルセンター　越智　茂博　氏

　四肢のCT検査はポジショニング、撮影条件など、迷うことが多い領域と思います。また画質についても、
十分なSNが満たしているかなども疑問に思うことがあるかと思います。今回は ～明日から迷わないため
に～ をテーマに企画を致しました。
　多くのご参加をお待ちしております。

～ プログラム ～

15：00〜16：30　 上肢（肩～肘～手～指）撮影のポジショニング、線量、画質、画像処理

17：00〜18：30　 �下肢（股関節～膝～足～趾骨）撮影のポジショニング、線量、画質、画
像処理

記

日　　　時：令和元年10月5日（土）15時00分～18時30分（受付開始14時30分～）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：会員2,000円、非会員10,000円（当日徴収）
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙
にて事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修3.0カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上
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2019年度　城西支部研修会
テーマ「医療被ばく低減施設認定をねらうには！」

講師：独立行政法人地域医療機能推進機構　船橋中央病院　山本　進治　氏

　今回、医療被ばく低減施設認定の審査料改定があり、認定取得に向け迷っている施設も多いかと思います。
　これから審査を受けようと思っている施設、評価基準が分からないから認定はまだ早いと思っている施
設など取得に向けて分かりやすく解説していただきます。
　施設認定は受けないけど医療被ばくの適正化について興味のある方、被ばくについての質問で困ってい
る方など業務に必要な知識も講義していただきます。
　若い方からベテランの方まで多くの皆さまのご参加をお持ちしております。

記

日　　　時：令和元年10月7日（月）19時00分～20時00分（受付開始18時30分〜）
場　　　所：板橋区立グリーンホール　6階　601会議室
	 〒173-0015　東京都板橋区栄町36－1
ア ク セ ス：東武東上線　大山駅　北口より徒歩約5分
	 都営三田線　板橋区役所前駅　A3出口より徒歩約5分
受　講　料：診療放射線技師1,000円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は

“城西支部” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務
所にFAXでお申し込みください。

定　　　員：30名（事前にお申し込みください）
問い合わせ：城西支部	 　E-Mail：shibu_jyousai@tart.jp
	 第 3 地区委員長	 平瀬繁男
	 第 9 地区委員長	 市川篤志
	 第10地区委員長	 澤田恒久
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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第89回日暮里塾ワンコインセミナー
テーマ「一般撮影の守破離を考える」

講師：春日部市立医療センター　工藤　年男　氏

　基礎を教えてもらわずに自己流の撮影ではありませんか。教えてもらったとしても初めから自己流のア
レンジや間違ったやり方でやっていてはうまくいきません。
　撮影を学ぶには、基本実技指導が必要です。ここで「守」にあたる先輩から教えられた仕事（真似する）
の基本を学びます。その後他の技師からさまざまなこと学び、自分なりの工夫をして応用・発展していく

「破」があり、長い技師生活を経て始動する「離」と変化していきます。
　撮影法もスポーツも最初は先輩や先生から基本を教わることから始まります。そろそろ自分自身で考え
た新しい撮影法を構築しませんか。 

記

日　　　時：令和元年10月26日（土）16時00分〜19時00分
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
参　加　費：会員500円、非会員3,000円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙に
て事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修3.0カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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地球環境保全活動　荒川河川敷清掃
<荒川クリーンエイド2019@北区 荒川岩淵関緑地>

　これまで公益社団法人東京都診療放射線技師会では、第5地区を中心に環境保全ボランティア活動の一
環として、富士山、富津海岸、日暮里駅前などの清掃活動を行ってまいりました。
　今回は技師会事務所に程近い荒川河川敷にて、荒川クリーンエイドに参加して清掃活動を実施します。
荒川の自然を守り、動植物に優しい河川環境を作ることを目的とした趣旨をご理解いただき、ふるってご
参加くださいますようご案内申し上げます。

記

日　　　時：令和元年10月27日（日）（受付開始9時30分～）
作 業 時 間： 10時00分～12時00分（予定）
	 ＊雨天の場合中止
場　　　所：荒川岩淵関緑地　岩淵船着き場近く
	 ＊現地集合になります。技師会スタッフジャンパーを目印にご参加ください。
交　　　通：JR赤羽駅　東口下車　徒歩約20分
	 東京メトロ南北線　赤羽岩淵駅1番出口より　徒歩約15分
	 JR王子駅または赤羽駅より都バス「王57系統」岩淵町停留所下車　徒歩約10分
作 業 内 容：河川敷の清掃活動
参　加　費：無料
会 場 主 催：北区まちづくり道路公園課 / 特定非営利団体　荒川クリーンエイド・フォーラム
そ　の　他：参加団体は町会・自治会・ボランティア団体・小学校・企業など多数
	 軍手、ごみ袋、トングはお渡しします。
申 込 方 法：事前登録が必要なため、参加希望の方は下記へお申し込みください。
	 詳細な案内をご連絡させていただきます。
問い合わせ：第5地区委員長　稲毛秀一　　E-Mail：area05@tart.jp　
� 以上
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第19回 公益社団法人日本放射線技術学会東京支部
公益社団法人東京都診療放射線技師会 合同学術講演会

テーマ「診療放射線技師による画像検査レポートの現状」

講演Ⅰ　「当直時（夜間・休日）における読影補助の取組み」　　　　　　　　　　　
　　　　� 講　師：公益財団法人東京都保健医療公社大久保病院　　五十嵐三紀　先生

講演Ⅱ　「当院における時間外（夜勤時）CT MRI検査読影補助システムについて」
　　　　　　　講　師：昭和大学藤が丘病院　　本寺　哲一　先生

記

日　　　時：令和元年11月2日（土）16時00分～17時30分
会　　　場：首都大学東京　荒川キャンパス
　　　　　　〒116-8551　東京都荒川区東尾久7－2－10
ア ク セ ス：日暮里・舎人ライナー　熊野前駅下車　徒歩約3分
　　　　　　都電荒川線　熊野前駅下車　徒歩約3分
　　　　　　田端駅から都営バス端44系統「北千住駅行」に乗車「首都大荒川キャンパス前」下車0分
参　加　費：�今回は第36回日本放射線技術学会東京支部秋期学術大会の中での開催となり、参加費は以下

の通りとなります。
	 （1）日本放射線技術学会東京支部秋期学術大会参加票をお持ちの方は無料
	 （2）第19回合同学術講演会のみ参加の方：会員1,000円　非会員2,000円
	 　　新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
	 （3）�東京都診療放射線技師会会員で、第36回日本放射線技術学会東京支部秋期学術大会参加

希望の方は、3,000円（予定）で参加ができます。
申 込 方 法：�当日参加受付のみ
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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第67回きめこまかな生涯教育
テーマ「四肢MRI～明日から迷わないために～」

　今回は四肢のMRI検査を特集します。四肢はポジショニング、シーケンス、撮像面など、迷うことが多
い領域と思います。また画質についても、十分なSNが満たしているかなども疑問に思うことがあるかと
思います。今回は ～明日から迷わないために～ をテーマに企画を致しました。
　多くのご参加をお待ちしております。

～ プログラム ～

15：00〜16：30　 上肢（肩～肘～手～指）撮影のポジショニング、シーケンス、その他
� 慶應義塾大学病院　布川　嘉信　氏

17：00〜18：30　 �下肢（股関節～膝～足～趾骨）のポジショニング、シーケンス、その他
� 慶應義塾大学病院　藤代　力也　氏

記

日　　　時：令和元年11月9日（土）15時00分～18時30分（受付開始14時30分～）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：会員2,000円、非会員10,000円（当日徴収）
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙
にて事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修3.0カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上
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第90回日暮里塾ワンコインセミナー &第13地区研修会
テーマ「一般撮影画像処理」

誰でも理解できる一般撮影画像処理…あ～こうするんだ！
講師：公立福生病院　市川　重司

　「肩関節のコントラストを良くしたい」「頸椎の7番をもう少し、見えるようにしたい」「肋骨を観察しや
すくしたい」など、画像調整に苦慮している方は少なくないと思います。
　原理も大事ですが、臨床で直ちに活用できないと悩みの日々は終わりません。
　圧縮処理や周波数処理などの原理ではなく、どのように画像処理をしていくかをご説明したいと思いま
す。

記

日　　　時：令和元年12月5日（木）19時00分～20時30分
場　　　所：たましんRISURUホール　  〒190-0022　東京都立川市錦町3－3－20
ア ク セ ス：JR中央線　立川駅南口より　徒歩約13分
	 JR南武線　西国立駅より　　徒歩約7分
参　加　費：診療放射線技師500円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙に
て事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修1.5カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう

～入会促進企画～
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2019年度業務拡大に伴う統一講習会
主催：公益社団法人日本診療放射線技師会　実施：公益社団法人東京都診療放射線技師会

　診療放射線技師法が平成26年6月18日に一部改正され、平成27年4月1日施行されました。具体的には、
CT・MRI検査等での自動注入器による造影剤の注入、造影剤注入後の抜針・止血、下部消化管検査の実
施（ネラトンチューブ挿入も含めて）、画像誘導放射線治療時の腸内ガスの吸引のためのチューブ挿入で
あり、診療放射線技師の業務内容が拡大しました。以上の業務を行うための条件として、医療の安全を担
保することが求められています。この業務拡大に伴う必要な知識、技能、態度を習得することを目標とし、
“業務拡大に伴う統一講習会” と称し、2日間にわたり実施することとしました。
　本講習は厚生労働省と公益社団法人日本診療放射線技師会が検討したカリキュラムに従い、都道府県放
射線技師会が講習会を運営し、一定レベルの講習会を全ての診療放射線技師が受講できる環境を提供する
ことを目的としています。
　都道府県技師会にて実施される統一講習会は本年度が最終年度になります。多数の参加をお願い致しま
す。

記

受　講　料：会　員　15,000円、非会員　60,000円
	 但し、各種講習受講者減免として
	 　会　員　静脈受講者：13,000円、注腸受講者：  5,000円、静脈注腸受講者：  3,000円
	 　非会員　静脈受講者：50,000円、注腸受講者：35,000円、静脈注腸受講者：15,000円
申 込 方 法：JART情報システム内のイベント申込メニューから申し込むこと。
	 注）東放技事務局および東放技HPからのお申し込みはできません。
受講料振込等：申し込み後、日放技より振込み先の案内があります。
講習会修了基準：次のいずれかに該当する場合は、修了とみなしません。
	 ア）講習時間15単位（1単位50分）に対し、欠課の合計時間が45分を超えた場合
	 イ）欠課が15分を超えたコマが1つ以上あった場合
生涯学習カウント：修了者は「学術研修活動」カウントが付与されます。

申込み期間：各講習会開催初日の2週間前を締め切りとします。
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【第4回】
日　　　時：令和元年11月16日（土）8時50分〜17時10分（受付開始8時30分〜）
	 令和元年11月17日（日）8時30分～17時30分
場　　　所：東京都診療放射線技師会研修センター
	 東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505号
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
募 集 人 数：30名

【第5回】
日　　　時：令和2年1月18日（土）9時10分〜18時20分（受付開始9時00分〜）
	 令和2年1月19日（日）9時10分～17時00分
	 ＊当初の日程から変更になりました。
場　　　所：三鷹産業プラザ　会議室
	 東京都三鷹市下連雀3－38－4　三鷹産業プラザ
ア ク セ ス：JR中央線・総武線　三鷹駅南口より徒歩約8分
募 集 人 数：70名

【第6回】
日　　　時：令和2年2月29日（土）8時50分〜17時10分（受付開始8時30分〜）
	 令和2年3月 1日（日）8時30分～17時30分
場　　　所：東京都診療放射線技師会研修センター
	 東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505号
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
募 集 人 数：30名

� 以上
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2019年度　SR推進委員会（公益・災害）研修会
テーマ「非常用電源運用時の放射線機器のマネジメント」

　災害時には電気・ガス・水道などライフラインの確保が難しくなることが予想されます。ライフライン
の確保は、医療機関の機能維持において必須となる項目の一つです。
　放射線部門においては、放射線機器を稼働する上で電源確保は重要であり、災害時の被害状況によって
は非常用電源による限られた電源容量下での運用が求められます。
　昨年度の研修会では、放射線機器の災害対策として地震・水害を想定し，各医療機器メーカー担当者か
らの情報提供および当委員会委員から自施設の地震・水害対策について報告を行いました。
　本年度の研修会では、非常用電源運用時に適した放射線機器のマネジメントについて考えたいと思いま
す。医療機器メーカーからは、撮影条件と電力量の関係について、当委員会委員からは非常用電源下にお
ける放射線機器の運用について自施設の状況を報告致します。
　各施設で進められている災害対策の一助となれば幸いです。

記

日　　　時：令和2年1月24日（金）19時00分～20時30分（受付開始18時30分〜）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター　　
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
定　　　員：50名（先着順）
受　講　料：会員1,000円、非会員5,000円（当日徴収）
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“災害対策委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙に
て事務所にFAXでお申し込みください。

カウント付与：日本診療放射線技師会学術研修1.5カウント付与
問い合わせ：SR推進委員長　渡辺靖志　　E-Mail：saigai@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上
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日本診療放射線技師会の

永年勤続表彰について

渉外委員会

　日本診療放射線技師会より本会に対し、標記について永年勤続表彰候補者の推薦依頼がありました。
　今年度の資格到達者は本会で調査致しますが、調査漏れなどにより令和元年9月30日までに本会から連
絡がない方、または前年度までに資格到達された方で受賞の意思のある方は、お手数ですが令和元年10月
15日までに東京都診療放射線技師会事務所までご連絡くだされば幸甚に存じます。

規程内容分旨
 【永年勤続表彰30年】
1．�令和2年3月31日現在において放射線関連業務に従事して勤続30年以上であること（診療エックス線技

師または診療放射線技師免許取得が平成2年3月31日以前の方）
2．�平成18年3月31日（平成17年度）以前までに入会し引き続き日本診療放射線技師会会員であること（15

年以上継続会員）
3．表彰される年度までの会費を完納していること
4．会の名誉を傷つける行為のないこと
5．過去において同じ表彰を受けたことがないこと

※必要書類
　日本診療放射線技師会指定の履歴書「様式第5号」

 【永年勤続表彰50年】
1．�永年勤続表彰30年（旧25年表彰）を受けた者で、その後更に会員として20年以上在籍し、会費を完納

した方（診療エックス線技師または診療放射線技師免許取得が昭和45年3月31日以前の方）
2．前項4および5に同じ

問い合わせ：渉外委員長　高野修彰　　Ｅ-Mail：shougai@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

� 以上
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2019年度　第4地区研修会
テーマ「医療被ばく線量管理～医療法改正における

線量管理システム導入について～」
講　師：上尾中央総合病院　　佐々木　健
講　師：北里研究所病院　　　小林　隆幸

　被ばく管理は診療放射線技師の責務であり、日々絶え間ない労力を使い、膨大な資料と管理業務を行っ
ていると思います。しかし、被ばく線量の管理と一口に言っても、手探り状態で悩みながら行っているの
が現状ではないでしょうか？
　そのような中、2020年4月より医療法が改正され、医療被ばくの線量管理と記録が義務付けられること
になります。これに伴い各メーカーからもさまざまな線量管理システムがリリースされ、活用法や運用の
違いについてプレゼンテーションされることも多くなりました。
　今回の研修会では、線量管理システムをすでに導入しているご施設から講師をお招きし、実際の運用や
活用法、また医療法施行規則の考え方などをご講演いただきます。また、専用ソフトを用いずにExcelを
使用した管理法の一例をもとに、既存のシステムを利用した運用法についても考えていきたいと思います。
この研修会へご参加の “前” と “後” で被ばく線量管理の考え方が変わること必至であります。
　会員・非会員問わずお誘い合わせの上、多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

記

日　　　時：令和元年11月8日（金）19時00分～（受付開始18時30分）
場　　　所：JR東京総合病院　病棟地下講堂
	 東京都渋谷区代々木2－1－3
参　加　費：診療放射線技師500円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�1）�申込メールアドレス（area04@tart.

jp）に氏名・地区名・勤務先を記載
し送信。

	 2）�東放技ホームページ（http://www.
tart.jp/）の参加申し込みフォーム

（研修会申し込み先は “第4地区委員
会” を選択）からお申し込みくださ
い。

	 3）�会誌の研修会等申し込み用紙にて事
務所にFAXでお申し込みください。

問い合わせ：第4地区委員長　目黒一浩
	 E-Mail：area04@tart.jp
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう

11
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22
2019年度　第9地区研修会
テーマ「これから始めるMRI検査」

講　師：メディカルスキャンニング銀座　　千嶋　昭夫　氏

　今回は、MRI検査について研修会を開催致します。これからMRI検査を始める方や始めたばかりの方を
中心に基礎的な講義をしていただきます。
　MRI検査を担当したことのない方にでもMRI画像の読影なども分かりやすく解説していただき、業務に
必要な知識を深めていただきたいと思っております。
　若い診療放射線技師の方をはじめ、多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

記

日　　　時：令和元年11月29日（金）19時00分～20時30分（受付開始18時30分〜）
場　　　所：板橋区立グリーンホール　6階　601会議室
	 〒173-0015　東京都板橋区栄町36－1
ア ク セ ス：東武東上線　大山駅　北口より徒歩約5分
	 都営三田線　板橋区役所前駅　A3出口より徒歩約5分
受　講　料：診療放射線技師500円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“第9地区” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務
所にFAXでお申し込みください。

定　　　員：30名
問い合わせ：第9地区委員長　市川篤志　　E-Mail：area09@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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東京都診療放射線技師会は、東京を13の地区に分け、東京に隣接する千葉方面・神奈川方面・埼玉方面を加え
た計16地区で構成されています。
本会ホームページhttp://www.tart.jp/に各地区の表と地図が掲載されていますので、ぜひご活用ください。

あなたはご自分の所属地区をご存じですか？

トップページの
ここをクリック

なお、毎月月替りで、各地区の特色や活動を紹介しています。
地区表の上の地区名からリンクしていますので、こちらもぜ
ひご覧ください。

情報委員会

33
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第70回公益社団法人東京都診療放射線技師会定期総会（抄）
開催日：令和元年6月14日（金） 開催場所：日暮里サニーホール

鈴木総務委員長：只今より第70回公益社団法人東京都
診療放射線技師会定期総会を開会致します。まずはじめ
に物故会員の方々へ黙祷を捧げたいと存じます。皆さ
まご起立願います。（黙祷）ご着席ください。それでは、
はじめに、篠原健一会長よりご挨拶を申し上げます。

篠原会長：本日は第70回公益社団法人東京都診療放射
線技師会定期総会、代議員制になって二回目の定期総会
にご参集いただきまして誠にありがとうございます。ま
た、ご来賓と致しまして公益社団法人日本診療放射線技
師会の中澤靖夫会長ならびに公益社団法人日本放射線技
術学会東京支部の飯田紀世一支部長にはご多忙にもかか
わらずご臨席を賜りまして感謝を申し上げます。そして
代議員の皆さま、表彰される皆さまもお仕事帰りのお疲
れの中ご参集いただきまして誠にありがとうございま
す。表彰の皆さまには、長年のご功績、また技師会への
ご協力に対しまして感謝を申し上げますとともに心より
お祝いを申し上げる次第であります。さて皆さま、いよ
いよ2019年度の関東甲信越診療放射線技師学術大会が
二週間後と迫ってまいりました。二年前にキックオフ致
しまして、白木実行委員長を中心に準備を進めてまい
りました。学術大会ですので演題数が重要ということ
で、前回10年前と同じように100演題以上を目標に取り
組んでまいりましたけれども、本日ご列席の皆さま、ご
所属の施設の皆さま、そして一都九県の会員にご協力を
いただきまして133演題というエントリーをいただきま
した。改めまして、この場をお借りして感謝を申し上げ
ます。残りわずかの準備期間となりましたけれども、準
備も学術大会も楽しみたいと思います。皆さまの一人で

も多くのご参加をお願
い致します。今回、70
回の総会となりますけ
れども、来年は本会の
創立70周年となりま
して記念事業を計画し
ております。こちら
は、石田副会長を実行委員長とし準備しているところで
あります。1950年（昭和25年）に発足し諸先輩方が積
み重ねてこられましたこの歴史を振り返る機会にしたい
と思っておりますので、こちらもよろしくお願い致し
ます。そしてさらに2021年になりますと第37回日本診
療放射線技師学術大会及びAACRT（Asia Australasia 
Conference of Radiological Technologists）アジア・オー
ストラレーシア放射線技師学術会議を東京で開催すると
いうことで準備を進めております。こちらは、市川理事
を実行委員長とし進めております。今年から三年連続で
大きな事業を進めなければならないのですけれども、た
だ単に会の実績を残すというだけではなくこの事業を通
して経験というものを次の世代にしっかりとつなげて、
継承して人材を育てる三年間にしたいと思っております
のでよろしくお願い致します。先日、日本診療放射線技
師会の第80回定時総会がありまして、そのいくつかあ
る議題の中で診療放射線技師法の改正案というものがあ
り承認をされました。内容はいろいろありますけれども、
日本診療放射線技師会の取り組む診療放射線技師法の改
正、また、指定規則の改正、皆さまご存知かとは思いま
すが、医療放射線の安全管理責任者に対する取り組み等
に関しましても首都東京の技師会であるわれわれが日本
診療放射線技師会に積極的に協力をしていきたいと思っ
ておりますのでよろしくお願い致します。本日は皆さま
の活発なるご意見、忌憚のないご意見をいただきたいと
思っております。どうぞよろしくお願い致します。
鈴木総務委員長：次に、ご来賓よりご祝辞を賜りたく存
じます。公益社団法人日本診療放射線技師会会長 中澤
靖夫様よりご祝辞を賜りたく存じます。
中澤日放技会長：只今ご紹介に預かりました日本診療放
射線技師会の中澤でございます。本日は第70回東京都
診療放射線技師会の定期総会の開催を心からお喜び申

篠原会長
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し上げる次第でござい
ます。私からは三つの
お話しをさせていただ
きたいと思っておりま
す。まず第一は、医療
放射線の安全管理を推
進しようということで

ございます。昨年の7月に厚生労働省社会保障審議会医
療部会で医療法を改正して医療放射線の安全管理を義務
化しようということが委員会で決まりました。そして、
医療放射線の安全管理責任者として医師・歯科医師とな
りました。診療放射線技師が一度外されました。これは
とんでもないということで、われわれ執行部は厚生労働
省に対して半年間にわたり諒解活動を行ってまいりまし
た。ポイントは三点ございます。診療放射線技師の諸先
輩の皆さま方がしっかり行ってきた医療放射線の安全管
理活動の実績、これをまず訴えたということ。二つ目は、
ICRPにおける正当性の考え方。レベル1～3について再
度お話しさせていただいたこと。そして、三つ目はタス
ク・シフティング、業務の移管であります。この三点で
半年間厚生労働省と折衝してまいりました。さらに立法
府である自由民主党、その中にある診療放射線技師制度
に関する議員懇話会、あるいは公明党の中にある診療放
射線技師制度に関する議員懇話会、これを開催していた
だいて、厚生労働省からの事務方からも出席していただ
いて、そこでこの三点について諒解活動を行ったわけで
あります。さらに昨年の暮れの12日には、自民党の岸
田文雄政調会長にぜひご理解いただきたいということ、
そして12月27日には根本匠厚生労働大臣に直接お会い
してお話しさせていただきました。年が明けた1月には
吉田学医政局長に対して改正案・修正案を提案させてい
ただきました。それを受けて厚生労働省はパブリックコ
メントを求め、そして8カ月ぶりに今年の3月6日に第8
回医療放射線の適正管理に関する検討会を開催していた
だきその中で、パブリックコメントも参考にしながら条
件付きではありますけれども医療放射線の安全管理責任
者を診療放射線技師もできるということを勝ち取ったわ
けであります。これからが重要でございます。全国の約
8,400の病院、10万近くあるクリニックにCT・MRIなど
が入っております。ここの医療放射線安全管理責任者を
主体的に診療放射線技師に行ってもらいたいと思ってお
ります。本日ご列席の皆さま方におかれましても、ご自
分の施設に対して私たちが医療放射線の安全管理責任者
をやると訴えてぜひやっていただきたい。せっかく素晴
らしい資格を勝ち取ったわけですので、ぜひこの活動を
やっていただきたいと思います。私ども本会も、これに
伴う皆さま方のサポート体制として10月13日及び14日

に医療放射線安全管理責任者の講習会を予定しておりま
す。ぜひこの講習会にも参加いただき来年の4月1日が
法律の実施でございますので、医療機関における医療放
射線安全管理責任者として活躍していただきたいと思っ
ております。二つ目のお話しですけれども、さらなる業
務拡大を行おうということでございます。厚生労働省は
今、全ての職能団体に対してタスク・シフティング、さ
らなる業務移管、各団体に何ができるのでしょうかとい
うことの問い合わせが来ております。第一回目の会議が
6月17日、10団体が集まってヒアリングがございます。
私どももそのための準備を行っております。47都道府
県の会長にどういう業務ができるのか、さらなる業務の
拡大は何かということの意見を求めております。そして、
17日には間に合っておりませんけれども次のタスク・シ
フティングの会議にはわれわれの意見を述べようと思っ
ております。当然、第一次のチーム医療推進会議で決まっ
た業務拡大で要望していたタスクシフトできなかったと
ころ、例えばCTコロノグラフィーあるいは上部消化管
における鼻腔からの造影、あるいは静脈注射、放射線部
内における静脈注射でございますけれども、これも含め
て新たな業務拡大を勝ち取ろうと思っております。その
ためには、今勝ち取った平成27年から行っている統一
講習会の受講率、こちらの更なる向上が必要でございま
す。第80回定時総会でも目標値は何%だとご意見がござ
いましたけれども、70%まで上げましょうとお話をさせ
ていただきました。東京都は全国でも最も多い会員数で
大変だと理解しておりますけれども首都東京の技師会と
して、70%を目標に統一講習会を行っていただきたいと
思っております。これを基盤に新たなタスク・シフティ
ングを勝ち取っていきたいと思っておりますのでご理解
とご協力をお願いしたい。三つ目のお話でありますけれ
ども、国政に診療放射線技師の代表を送り込んで政策を
実現させようということでございます。もうすでに新聞
等で報道されておりますが、畦元将吾さんに同時選挙が
ないならば7月5日ごろ繰り上げ当選ということで衆議
院議員に就任されます。しかし、同時選挙があったら難

中澤日放技会長
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しいと思っております。畦元将吾さんとは2013年（平成
25年）に第23回参議院選挙で戦ってまいりました。その
時の得票数が28,519票でございました。当選することは
できませんでした。三年後の2016年第24回参議院選挙、
これも戦いました。この時の得票数が37,731票でござい
ます。三年間で約9,000票増やすことができましたけれ
ども当選ラインの100,000票にはまだまだ足りなかった
わけであります。そして翌年、第48回衆議院選挙中国
ブロックから比例で出ました。残念ながら次点で終わっ
たわけであります。そして、この7年間は国政に診療放
射線技師会の代表を送り込もうということで、日本診療
放射線技師連盟の全国の支部長たちと連携して戦ってき
ているわけであります。今回、畦元将吾さんが繰り上げ
当選という形で衆議院議員になれましても残りの任期が
2年であります。さらなる継続的な代表を送り込んでい
く必要があろうかと思っております。今回の第25回参
議院選挙には代表を送り込んではいません。ですけれど
も、第26回参議院選挙にはぜひ診療放射線技師の代表
を立候補させて、新たな戦いを行っていきたい。それは
なぜか。第80回定時総会で診療放射線技師法の抜本的
な改正を賛成多数で議決したわけでありますが、この抜
本的な改則を行うためには、国会で議案を提案しなくて
はなりません。そのためには、その先頭に立つ衆議院議
員・参議院議員が必要なのです。そのためにもぜひ、首
都東京の会員の皆さま方におかれましては、日本診療放
射線技師連盟に結集して私たちの代表を国政に送りだし
て、それだけではなく政策実現の仕事をさせていただき
たいと思っております。ぜひ、日本診療放射線技師連盟
にもお力をお貸しいただきたいと思っているところでご
ざいます。最後になりますが東京都診療放射線技師会の
益々のご発展と本日ご列席の皆さま方のご健勝をご祈念
させていただきましてお祝いの言葉とさせていただきま
す。本日は誠におめでとうございます。
鈴木総務委員長：日本診療放射線技師会会長 中澤様あり
がとうございました。続きまして公益社団法人日本放射
線技術学会東京支部支部長 飯田紀世一様よりご祝辞を
賜りたく存じます。

飯田東京支部長：皆さ
まこんにちは、只今ご
紹介に預かりました日
本放射線技術学会東京
支部支部長の飯田でご
ざいます。第70回東京
都診療放射線技師会定

期総会にお招きいただきましてありがとうございます。
本日は第70回東京都診療放射線技師会の定期総会の開
催を心からお喜び申し上げます。また、日頃より日本放

射線技術学会東京支部へのご協力ご支援を賜りこの場を
お借りして厚く御礼申し上げます。この場をお借りしま
して日本放射線技術学会東京支部の学術事業を少しご紹
介させていただこうと思います。東京支部事業につきま
しては、年度計画に基づき学術事業を進めてまいりま
す。その中で東京都診療放射線技師会とは20年近く学
術講演会を合同で行う事業を共催させていただいており
ます。また、6月29日に開催されます関東甲信越診療放
射線技師学術大会においては、東京支部と東京都診療放
射線技師会合同のシンポジウムのお話をいただきまして
大変うれしく思っております。ぜひ、このシンポジウム
と共に学術大会も盛り上げていけたらと思います。私ど
もの支部事業もそうですが、東京都診療放射線技師会と
の合同学術講演会開催につきましては、本年度私どもの
秋季学術大会内で開催するとのお話をいただきまして、
学術交流を通じてより一層絆を深めていけると思ってい
るところです。篠原会長また白木副会長をはじめ役員の
方々にご指導ご鞭撻を賜りながら東京支部と連携を図っ
て、益々両会の発展に向かえたらと思っている次第です。
ここで、少し私どもの学術大会の紹介をさせていただき
たいと思います。来年2020年10月になりますが、第48
回日本放射線技術学会秋季学術大会が東京で開催する予
定となっております。僭越ながら私が大会長を拝命致し
まして、実行委員長を東京女子医大の谷畑先生にお願い
して準備を進めているところでございます。ぜひ、東京
都診療放射線技師会また会員の皆さまのご支援を賜りな
がら盛大に開催したいと思っておりますのでご支援の程
をよろしくお願い申し上げます。最後になりますが東京
都診療放射線技師会の益々のご発展と会員の皆さま方の
ご健勝を祈念申し上げまして甚だ簡単ではございますが
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうご
ざいます。
鈴木総務委員長：飯田
様ありがとうございま
した。次に総会議事に
先立ち、表彰を執り行
います。平成30年度に
おける、小野賞・永年
勤続表彰・学術奨励賞・
新人奨励賞・地域功労賞の表彰及び感謝状の贈呈を執り
行います。それでは担当理事お願い致します。
高野渉外委員長：渉外を担当しております高野です。よ
ろしくお願い致します。それでは平成30年度表彰を行
います。はじめに公益社団法人日本診療放射線技師会表
彰規程第10条による地域功労表彰を行います。これは各
都道府県診療放射線技師会の役員として日本診療放射線
技師会の発展に関し功績及び貢献が顕著であった方々に

飯田東京支部長

鈴木総務委員長
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日本診療放射線技師会より贈られます。それでは、地域
功労者表彰受賞の3名の方々を紹介致します。森俊さん、
若杉慶市さん、工藤年男さん、なお、工藤さんは所用の
ため欠席されております。では、前の方へお進みくださ
い。
篠原会長：功労賞、森俊殿。あなたは多年にわたり会員
の職業倫理高揚と診療放射線学及び診療放射線技術の発
展に寄与されました。また、東京都診療放射線技師会の
理事として地域の公衆衛生の向上に尽力されその功績は
誠に顕著であります。よってその業績をたたえ功労賞を
授与致します。2019年6月14日公益社団法人日本診療放
射線技師会会長 中澤靖夫。長年ありがとうございます。

　功労賞、若杉慶市殿。以下同文でございます。2019
年6月14日公益社団法人日本診療放射線技師会会長 中澤
靖夫　代読 公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 
篠原健一。長年にわたりありがとうございます。

高野渉外委員長：受賞の方々おめでとうございました。
続きまして、表彰規定第2条第5項により小野賞の表彰を
行います。小野賞は多年にわたり技師会活動ならびに地
域医療に貢献された方々を対象に各委員会からの推薦を
受け理事会の承認を受けた方々に贈られます。氏名を呼
ばれた方はその場でご起立お願い致します。それでは本
年度小野賞授賞の5名の皆さまをご紹介致します。学術
教育委員会 徳間信子さん、編集委員会 森美加さん、第
1地区 齊藤謙一さん、第5地区 鈴木正晴さん、第6地区 
鈴木勝さん、5名を代表して森美加さん前へお願い致し
ます。
篠原会長： 表彰状、小野賞、森美加殿。あなたは多年
にわたり地区活動ならびに地域医療に貢献された功績は

誠に顕著でありその功績は小野賞に値します。ここに
第70回定期総会において表彰致します。令和元年6月14
日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 篠原健一。
ありがとうございました。

高野渉外委員長：ご着席ください。続きまして表彰規定
第2条第2項により功労賞（勤続20年表彰）の方々をご
紹介致します。平本健一さん、杣澤路子さん、矢作真一
さん、鈴木勝敬さん、飯塚智裕さん、戸島暁史さん、川
田たか子さん、小林弘明さん、齊藤久美子さん、松尾一
郎さん、末永光八さん、菊池達哉さん、小野寺裕一さん、
浅沼芳明さん、福野秀樹さん、梁川晋治さん、西田賢治
さん、以上の方々を代表して矢作真一さん前にお願い致
します。
篠原会長：表彰状、矢作真一殿。あなたは20年以上にわ
たり診療放射線業務に精励され技師会に貢献された功績
は誠に顕著であります。ここに第70回定期総会において
表彰致します。令和元年6月14日公益社団法人東京都診
療放射線技師会会長 篠原健一。おめでとうございます。

高野渉外委員長：ご着席ください。続いて学術奨励賞、
新人奨励賞の表彰ですので学術教育委員長の市川理事に
代わらせていただきます。

市川学術教育委員長：
学術教育からご報告申
し上げます。平成30年
度新潟で行われました
関東甲信越診療放射線
技師学術大会及び9月
に山口県で行われまし

た日本診療放射線技師学術大会で発表された東京都の会

勤続20年表彰：矢作会員

市川学術教育委員長

地域功労表彰：森会員

小野賞：森会員

地域功労表彰：若杉会員
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員の演題の中から選ばせていただきました。まず新人賞
ですけれども、演題名「腰椎分離すべり症における単純
X線画像を用いた形態学的特徴の検討─予後因子につい
て」施設名：昭和大学病院、発表者：山下優夏さん。そ
れでは前へお進みください。
篠原会長：賞状、新人奨励賞。昭和大学病院、山下優夏
殿。平成30年度の放射線画像技術に関する研究発表の
中で貴殿の「腰椎分離すべり症における単純X線画像を
用いた形態学的特徴の検討─予後因子について」は極め
て優秀と認められました。よって第70回定期総会にお
いて新人奨励賞を贈り、不断のご努力に敬意を表します。
令和元年6月14日公益社団法人東京都診療放射線技師会
会長 篠原健一。どうもおめでとうございます。
市川学術教育委員長：二人目です、演題名「DWIBS検
査における撮像方向の基礎的検討」施設名：昭和大学江
東豊洲病院、発表者：西村柊子さん。前へお進みくださ
い。
篠原会長：賞状、新人奨励賞。昭和大学江東豊洲病院、
西村柊子殿。平成30年度の放射線画像技術に関する研
究発表の中で貴殿の「DWIBS検査における撮像方向の
基礎的検討」は極めて優秀と認められました。よって第
70回定期総会において新人奨励賞を贈り、不断のご努力
に敬意を表します。令和元年6月14日公益社団法人東京
都診療放射線技師会会長 篠原健一。おめでとうござい
ます。
市川学術教育委員長：三人目、演題名「放射線部門にお
ける外国人患者対応への取組みについて」施設名：順天
堂大学医学部附属順天堂医院、発表者：富原潤さん。前
へお進みください。
篠原会長：賞状、新人奨励賞。順天堂大学医学部附属順
天堂医院、富原潤殿。平成30年度の放射線画像技術に関
する研究発表の中で貴殿の「放射線部門における外国人
患者対応への取組みについて」は極めて優秀と認められ
ました。よって第70回定期総会において新人奨励賞を
贈り、不断のご努力に敬意を表します。令和元年6月14
日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 篠原健一。
どうもおめでとうございます。
市川学術教育委員長：四人目、演題名「CTガイド下生
検における放射線防護ドレープを用いた被ばく低減の検
討」施設名：公立昭和病院、発表者：圓城寺純至さん。
前へお進みください。
篠原会長：賞状、新人奨励賞。公立昭和病院、圓城寺純
至殿。平成30年度の放射線画像技術に関する研究発表
の中で貴殿の「CTガイド下生検における放射線防護ド
レープを用いた被ばく低減の検討」は極めて優秀と認め
られました。よって第70回定期総会において新人奨励
賞を贈り、不断のご努力に敬意を表します。令和元年6

月14日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 篠原
健一。どうもおめでとうございます。
市川学術教育委員長：皆さまおめでとうございます。で
は、続きまして平成30年度学術奨励賞の方に移りたい
と思います。演題名「夜間・休日救急診療における読影
補助の取組みについて」施設名：東京都保健医療公社大
久保病院、発表者：五十嵐三紀さん前へお進みください。
篠原会長：賞状、学術奨励賞、東京都保健医療公社大久
保病院、五十嵐三紀殿。平成30年度の放射線画像技術に
関する研究発表の中で貴殿の「夜間・休日救急診療にお
ける読影補助の取組みについて」は極めて優秀と認めら
れました。よって第70回定期総会において学術奨励賞を
贈り、不断のご努力に敬意を表します。令和元年6月14
日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 篠原健一。
おめでとうございます。
市川学術教育委員長：おめでとうございます。学術教育
委員会からは以上となります。
鈴木総務委員長：受賞者の皆さまおめでとうございま
す。なお、受賞者の皆さまは記念撮影を行いますので、
総会終了後は御着席のまましばらくお待ちいただきます
ようお願い申し上げます。総会議事に移ります前に、ご
来賓の方々がご退席致します。ご来賓の皆さま方には、
ご多用にもかかわらず、ご出席を賜り、誠にありがとう
ございます。貴会皆さま方の益々のご発展を祈念申し上
げます。皆さま拍手でお送り願います。なお、中澤様は
本会顧問でもありますのでそのままご着席でお願い致し
ます。それでは、本総会の総会運営委員をご紹介致しま
す。総会運営委員は総会運営規定により各支部から選出
されております。総会運営委員として、富樫敦史さん、
甲斐麻記子さん、柴崎了輔さん、垣地文範さん、保川裕
二さん、以上5名、総会運営委員長は富樫敦史さんです、
よろしくお願いします。
富樫総会運営委員長：
総会運営委員長 富樫
よりご報告申し上げま
す。会誌「東京放射線」
3月号にて告示されて
おりますが、今回の総
会においての代議員数
は69名です。総会成立代議員数は本会定款21条により
全ての代議員の過半数の出席者数35名以上であります。
現時点での代議員の出席状況をご説明致します。総会出
席者数54名、委任状12名、合計66名、従いまして、こ
の第70回定期総会は成立することをご報告致します。
鈴木総務委員長：富樫委員長ありがとうございました。
それでは、本総会の議長団を選出したいと存じます。会
場より、立候補の方、いらっしゃいますか。（挙手）立

富樫総会運営委員長
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候補された方は前へお進みください。それでは議長団よ
ろしくお願い致します。それでは本日議長を務めさせて
いただきます第6地区の岡部博之です。第7地区の富丸
佳一です。よろしくお願い致します。
富丸議長：これ 
より審議してま
いります。第1
号議案 平成30
年度事業報告
案、第2号議案 
平成30年度決算
報告案・平成30年度監査報告を私、富丸が、第3号議案 
平成31年度事業計画案、第4号議案 平成31年度予算案、
第5号議案 定款改正案を岡部が担当致します。皆さまの
ご協力を頂き、議事を進めてまいりたいと存じます。ど
うぞよろしくお願い致します。はじめに、議事に入りま
す前に、総会職員の任命についてお諮り致します。総会
職員については、総会準備委員名簿がすでに総会資料に
掲載されておりますが、この場で改めて議長団よりご指
名し、皆さまの拍手をもって、承認を得たいと存じます。
異議ございませんでしょうか。（拍手）異議がないよう
ですので、指名をさせて頂きます。はじめに、書記・写真・
記録係として内藤哲也さん、岩井譜憲さん、森美加さん、
田沼征一さん、以上4名の方々です。続いて、会場係と
して浅沼芳明さん、岡部圭吾さん、吉井伸之さん、松田
紗代子さん、以上4名の方々です。次に採決係として雨
宮広明さん、村山嘉隆さん、新川翔太さん、河内康志さ
ん、高瀬正さん　以上5名の方々です。最後に本日の議
事録署名人は議長の岡部博之、富丸佳一及び全出席理事
となります。それでは、以上の総会職員について、拍手
をもってご承認願います。（拍手）ありがとうございま
した。次に、総会の運営について総会運営委員会報告を
富樫委員長よりお願いします。
富樫総会運営委員長： 総会運営委員会よりご報告申し
上げます。只今の時刻は19時47分です。これより、第1
号議案 平成30年度事業報告案、第2号議案 平成30年度
決算報告案・平成30年度監査報告、第3号議案 平成31年
度事業計画案、第4号議案 平成31年度予算案、第5号議
案 定款改正案、以上、第1号議案から第5号議案までを
20時45分までにご審議願います。会員の皆さま方の活
発なるご意見とご協力をお願い致します。
富丸議長：只今の報告について、異議はございませんで
しょうか。（拍手）異議がないようですので、報告の通
り議事を進めさせて頂きます。続きまして議事の進め方
についてお諮り致します。議案ごとに審議し、採決を行
いたいと存じます。なお、採決の方法は、反対、保留、
賛成の順で挙手をもって行いたいと存じますが、異議ご

ざいませんでしょうか。（拍手） 異議がないようですの
で、議事に入ります。今回議事に関しまして、第1号お
よび第2号議案に関して、報告と説明をしていただきそ
の後、議案に対し質疑、採決という流れとさせていただ
きます。それでは、第1号議案 平成30年度事業報告案を
議題と致します。それでは執行部より報告願います。

篠原会長：第1号議案 
平成30年度事業報告
につきまして、総括を
読ませていただきま
す。総括、平成30年度
を振り返ると、まずさ
まざまな自然災害を思

い浮かべる。「北陸（福井）豪雪」「島根県西部地震」「大
阪府北部地震」「平成30年7月豪雨」「台風（複数）」「北
海道胆振東部地震」その他、夏の猛暑も含め被災された
方々に心よりお見舞いを申し上げる。一方、平昌オリン
ピックで冬季最多のメダル13個獲得、テニス全米オー
プンで大坂なおみ選手が日本人として初優勝、豊洲市場
開場、本庶佑氏のノーベル生理学・医学賞などうれしい
話題もあった。本会にとっても大きな転換点や大きな事
業の実質的出発点に立つなど、多様な年度であった。ま
ずは、5月26日（土）の第69回定期総会である。1950年（昭
和25年）に本会が創立して以来初となる代議員制による
総会を開催した。それに先立ち、新制度変更後初の代議
員選挙が行われたが、各地区のご理解と多大なるご協力
により、所属会員30人に一人の割合で滞りなく代議員を
決めていただいた。会員、選挙管理委員の皆さまに改め
て御礼を申し上げたい。今年の6月29日・30日に開催さ
れる関東甲信越診療放射線技師学術大会・東京大会の準
備も着々と進み、12月に募集を開始した演題登録も目標
の100演題を超えた。2年前のキックオフミーティング
で大会テーマを『つながる医療　つなげる “和” ～One 
for all，All for one～』と決定し、「つながる」「つなげる」
にチーム医療推進やその手段、目的、理念となるさまざ
まな要素に “和” の意志を込め、サブタイトルについて
は「一人は皆のために、皆は一つの目的のために」とい
う思いを重ねた。そしてこの学術大会は、2020年の創
立70周年、東京ビッグサイトでの開催が決まった2021
年の第37回日本診療放射線技師学術大会＋アジア・オー
ストラレーシア放射線技師学術会議（AACRT）にもつ
ながる重要な事業である。そしてさらに、組織の活力を
次世代、未来へとしっかり継承することも肝要であると
思っている。業務範囲拡大に伴う統一講習会は全6回開
催し、本会による当該講習会の実施回数、受講人数とも、
本年度も他道府県に比べて一番多い数値となった。立地
上本会会員以外の多くの方にも受講していただいた。こ

篠原会長

富丸議長・岡部議長
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の事業は2016年度入学以降の学生が、2019年度以降の
国家試験に合格して診療放射線技師となることで初めて
養成カリキュラムと国試が一貫して完結となる。それ以
外の方は新卒者も含め全員受講対象であるので、2019
年度まで継続する予定である。国際化（交流）関連では、
本会と学術交流協定を締結しているSRTA（ソウル特別
市放射線士会）の安会長をはじめ学術・国際部理事、演
者ら7名に、2018年6月30日～7月1日に関東甲信越診療
放射線技師学術大会（新潟大会）にご参加いただいた。
本会からは、2019年3月16日のSRTA学術大会2019にイ
ンターナショナルセッション発表者2名を含む6名で参
加をしてきた。2019年6月29日～30日の関東甲信越診療
放射線技師学術大会（東京大会）にSRTAの演題発表者
2名を含むメンバーを迎える予定となっている。われわ
れ診療放射線技師は国民の皆さんの信頼に応え、医療安
全の確保、医療及び公衆衛生の向上に寄与すべく、さま
ざまな方策を展開しなければならない。安心・安全そし
て納得できる医療技術の提供を求められている。常に最
先端の医療技術を学び、Evidence（最善の根拠）と専
門性と患者の価値観の統合に基づいた医療技術＝EBM
を提供する必要がある。昨年度も、各種認定技師・専門
技師の育成を関連団体と連携しながら推進し、本部また
は各支部・地区主催の各種講演会、セミナー、勉強会を
開催した。今回の業務範囲拡大の結果が国民医療のため
によかったのか、チーム医療推進に寄与したのか、それ
がさらなる業務拡大につなげなければならない。国民の
医療安全の点を見すえて、10年後、20年後、30年後の
あるべき未来のためにいま何をすべきかが重要である。
現役中に実現できなくても、いま取り組んでおかなけれ
ば、さらに遠い未来となる。われわれには、この職能を
より良いもの、より必要とされ信頼され責任を果たせる
職能にして引き継ぐ使命がある。本会事業・活動の推進
に対し、多大なご理解をいただいたことに感謝申し上げ
るとともに、新年度も今まで以上に都民・国民・会員の
ために本会の事業を推進する所存であり、皆さま方のよ
り一層のご支援とご協力をお願いする次第である。以上、
総括を読ませていただきましたが、事業報告詳細につい
ては総会資料記載の通りです。ご審議よろしくお願い致
します。
富丸議長：それでは第2号議案の平成30年度決算報告案
を議題と致します。執行部より報告願います。
関経理委員長：経理を担当しております関と申します。
これより平成30年度の決算報告をさせていただきます。
会誌5月号のp.33〜41が第2号議案の決算報告となってお
ります。まず、p.33の貸借対照表よりご説明致します。
これは法人の3月31日現在の財産状況を示しており、資
産合計と負債及び正味財産の合計とが一致しておりま

す。事前に資料を配布しておりますので特徴的なものに
ついて説明し金額については端数の読み上げを省略させ
ていただきます。まず、固定資産の特定資産に計上して
いる建物と土地ですが建物部分について前年度より67
万円ほど減少しております。これは事務所の取得金額か
ら経年的に減価償却されたものであります。建物附属設
備、什器備品についても同様に取得金額から経年的に減
価償却されております。次に負債の部になります。ま
ず、未払い金・預り金については3月までに支払うこと
ができなかったものや源泉税を徴収したもので収益では
なく負債として計上しております。4月以降に税務署な
どに支払うものです。長期借入金は、事務所取得のため
のものですが、現在は返済によりございません。以上よ
り当年度末の資産は8,398万円となっております。次に
p.34〜35に正味財産増減計算書を示しております。また
その内訳表をp.36〜37に示しています。内訳表の右側に
は参考のために予算との差異を掲載しました。以下、主
に内訳表で予算との差異がある箇所について説明させ
ていただきます。受取会費は正会員2,394万円と賛助会
員97,000円を合わせたものであります。賛助会員につい
ては正会員に編入されたため僅かな収益となっておりま
す。次に研修会事業収益は皆さまの参加のご協力もあり
1,580,000円となりました。親睦会事業収益についてはボ
ウリング大会や新春のつどいになりますが、こちらも皆
さまのご参加により1,630,000円となりました。次に経
常費用に移りますが事業費と管理費に大きく分かれてお
ります。事業費は技師会の事業活動を推進するために使
うもので、管理費は事務所運営や法人全般の管理に使う
費用となります。予算との対比で分かる通り全体的には
節約志向で活動しており減少しているところが多く見ら
れます。事業費から特徴のあるところを説明しますと、
多く支出しているところは会議費と印刷製本費でありま
す。これは会議数、会員数の増加によるものが影響して
いると思われます。広報関連費は公益活動を推進する上
で各地の行政祭りへの参加、配布物の制作、HPの運営
関連となって活発に活動された成果となっております。
その他は例年通りの事業を推進しているために実績も例
年と同様となっております。p.37の管理費についても同
様の傾向となっております。以上のような内容により
最終的に経常収益は2,989万円、経常費用が2,801万円と

なって当期の経常増減
額は1,877,751円とな
ります。この金額には
会計基準により計上し
ている減価償却費分が
含まれております。減
価償却費は計上されて関経理委員長



26　  東京放射線 2019.10  Vol.66  No.776

いますが購入した時に費用を支払っているもので、実際
には現金預金の流出を伴わない費用となります。したが
いまして、実態としては事業の損益はかなり節約となっ
ております。以上で決算報告と致します。ご審議よろし
くお願い致します。
富丸議長：それでは続いて平成30年度監査報告を監事
よりお願いします。

葛西監事、野田
監事：監事の葛
西一隆です、同
じく野田扇三郎
です。それでは
平成30年度監査
報告を申し上げ

ます。私たち監事は、平成30年4月1日から平成31年3月
31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査しまし
た。その方法及び結果について、次の通り報告します。
1．監査の方法及びその内容。各監事は、理事及び使用
人と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備
に努めるとともに、理事会に出席し、理事及び使用人か
らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求め、重要な決裁書類を閲覧し、業務及び財産
の状況を調査しました。以上の方法に基づき、当該事業
年度に係る事業報告について検討しました。さらに、会
計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年
度に係る計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）
及びその附属明細書並びに財産日録について検討しまし
た。2．監査意見。（1）事業報告の監査結果。（一）事業
報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し
ているものと認めます。（二）理事の職務の執行に関す
る不正の行為又は法令もしくは定款に違反する事実は認
められません。（2）計算書類及びその附属明細書並びに
財産日録の監査結果。計算書類及びその附属明細書並び
に財産日録は、法人の財産及び損益の状況を全ての重要
な点において適正に示しているものと認めます。以上、
監査報告です。
富丸議長：これより質疑に入ります。恐れ入りますが、
発言者の方はスタンドマイクまでお願い致します。また、
所属地区・氏名を述べてから、発言願います。質問に対
しては執行部より回答致します。

川上代議員：第14地区
の川上と申します。SR
推進委員会の活動につ
いてお伺いしたい。災
害対策に対する啓発活
動とありますが、具体
的な活動をお教え願い

たい。
渡辺SR推進委員長：
ご質問ありがとうござ
います。具体的な推進
活動と致しまして、各
施設で災害対策マニュ
アルを作成されている
かとは思いますが、使
用機器の各メーカーさんを呼んでどのような対策をすべ
きかの研修会を開催致しました。
川上代議員：ありがとうございます。
河手代議員：第14地区の河手と申します。先ほどの件
ですが、研修会の明確な報告の記載がないのはなぜで
すか？ それと研修会が啓発活動ととらえてよろしいで
しょうか。
渡辺SR推進委員長：5月号会誌p.21〜22に報告は記載さ
れています。また、啓発活動の件はそのようにとらえて
いただいて結構でございます。
河手代議員：ありがとうございました。それとp.24に
学術誌 “東京放射線” と月刊誌 “東京放射線” とあります
が、同一のものでしょうか。

浅沼編集委員長：ご質
問ありがとうございま
す。同一のものでござ
います。
河手代議員：ありがと
うございます。昨年の
総会時に学術教育委員

長の市川理事より新たに学術誌発行を計画しているとお
聞きした覚えがあるのですが、そちらはどうなったで
しょうか。
市川学術教育委員長：ご質問ありがとうございます。只
今企画を構想中でまだ編集・印刷・発行までは至ってお
りません。現在は改訂版の作成を考えております。具体
的に申しますと用語集の第二版、MRIの集中講習会と
いったところでしょうか。CTに関しても構想は持って
おります。
河手代議員：ありがとうございます。もう一つ、事業計
画に則って行われたと思いますが達成できなかった事業
はございますか。
篠原会長：金銭面や参加人数などの面で “達成” といっ
た点ではそうじゃないところもあるかとは思いますが、
計画されたものは全て実行されているかと思います。
河手代議員：ありがとうございます。それと決算報告
p.34の研修会事業収益が減っていますが、これの原因を
お教え願いたい。
鈴木総務委員長：一昨年は “日暮里塾ワンコインセミ

葛西監事・野田監事

第14地区 川上会員

渡辺SR推進委員長

浅沼編集委員長



東京放射線 2019.10  Vol.66  No.776　  27

ナー” が10回以上行われましたが、今回は講師や会場の
都合もあって8回の開催に留まっております。その他の
地区研修会などは同等に開催されておりますが、こちら
が一因かとは推測致します。ただ、研修会参加費が会員・
非会員によって研修会の種類で違うということもありま
すので、何が原因かというのは一概にこれとお答えする
のは難しいです。
河手代議員：ありがとうございます。最後にもう一つ。
先ほど決算報告、そしてこれから予算案も説明が口頭で
あるかと思いますが、そちらを会誌などに事前に載せて
いただけたら分かりやすくよろしいかと思いますがいか
がでしょうか。
関経理委員長：ご提案ありがとうございます。説明した
ものの掲載が有効なのかどうか、また可能かどうか検討
致します。
河手代議員：ありがとうございました。
富丸議長：質問がないようですので、第1号議案 平成30
年度事業報告案について採決を行います。採決係の皆さ
ん準備願います。反対の方、挙手願います。保留の方、
挙手願います。賛成の方、挙手願います。賛成多数、よっ
て、平成30年度事業報告案は原案の通り承認されまし
た。次に第2号議案 平成30年度決算報告案について採決
を行います。採決係の皆さん準備願います。反対の方、
挙手願います。保留の方、挙手願います。賛成の方、挙
手願います。賛成多数、よって、平成30年度決算報告
案は原案の通り承認されました。

岡部議長：それではここから私、岡部が進めさせていた
だきます。第3号議案の平成31年度事業計画案を議題と
致します。執行部より説明願います。
篠原会長：それでは、平成31年度事業計画案の総括を
読ませていただきます。総括、本年（2019年）は、今上
陛下のご譲位による改元があり、時代の大きな区切りと
なる年である。他にも、4月の統一地方選挙、7月の参
院選、10月の消費税10%など、さまざまな面で大きな変
化が予測される。ラグビーワールドカップが開催され、
東京五輪・パラリンピック開催も一年前となる。本会に
おいても本年度はいよいよ関東甲信越診療放射線技師学

術大会・東京大会が開催となる。2年前のキックオフミー
ティングで大会テーマを『つながる医療 つなげる “和”
～One for all，All for one〜』と決定して準備を進め
ている。 「つながる」「つなげる」にチーム医療推進や
その手段、目的、理念となるさまざまな要素に “和” の
意志を込め、サブタイトルについては「一人は皆のため
に、皆は一つの目的のために」という思いを重ねた。また、
この学術大会は現状の体制で進めていくだけで済ませて
はいけない重要な使命を持った事業でもあると位置付け
ている。「次世代を育成し引き継いでいく」ということ
が大きな目的であり、多くの会員の皆さまに “参画” を
していただきたいと思う。2020年の創立70周年、2021
年の第37回日本診療放射線技師学術大会＋アジア・オー
ストラレーシア放射線技師学術会議（AACRT）にもつ
ながる重要な事業である。なお、第37回～AACRTにつ
いては、会場が東京国際展示場（東京ビッグサイト）に
決まった。こちらもいよいよ各方面の具体的な準備活動
がスタートとなる。われわれは国民の信頼にこたえ、医
療安全の確保、医療及び公衆衛生の向上に寄与すべく本
年度も「チーム医療を推進し、国民及び世界に貢献する
診療放射線技師の育成」をスローガンとして各種事業を
展開していく。そして、高性能化・多様化する医療機器、
高度化する医療技術を学ぶ機会を供するとともに、エビ
デンスに基づいた医療技術を発展・普及させていかなけ
ればならない。診療放射線学の発展に寄与するとともに
生涯教育・専門教育・各種認定・業務範囲の拡大に伴う
研修など、公益社団法人日本診療放射線技師会をはじめ
とした関連団体と適切に連携・協力しながら推進してい
く所存である。また、被ばく相談、各種検査受診の啓発
や不安解消、骨密度測定、マンモ触診体験、ピンクリボ
ン運動への参加など、都民の中に入っていく公益事業も
引き続き推進する。災害対応への意識を風化させないた
めに、防災・減災・緊急被ばく医療・BCP（事業継続計画）
などもSR推進委員会を中心に活動していく。
　法改正による「診療放射線技師の業務拡大」に伴う統
一講習会も本年度も継続して実施する。現在の職務に直
接必要がなくても、診療放射線技師職としての業務範囲
拡大であるので、新カリキュラムによる教育修了の学生
が卒業してくるまでの間にできるだけ多くの既卒者に速
やかに受講していただきたい。目先のことだけではなく、
さらなる業務拡大や将来的な本質的法改正への重要なス
テップと認識していただきたい。診療放射線技師の役割
として、検像や読影の補助、いわゆる一次読影の定義や
質の担保、さらなる業務範囲の拡大や疑義照会などの導
入も視野に入れる必要がある。以上のように、本年・1
年後・2年後に向けて、同時進行的な動きが必要となる。
ビジョンというのは、望ましい姿・訪れるであろう未来



28　  東京放射線 2019.10  Vol.66  No.776

から現在に投影して、今何をすべきか考えることである。
もちろん、それぞれの事業について、時系列延長線上に
考え都度対処していくことも必要となる。しかし、考え
方の基本としては、先に目標や形を決めて、今しておく
ことを考えることが重要である。役員、会員各位には、
一層のご支援・積極的な会務への参画をお願いする次第
である。以下、定款に基づく本会の事業に関しましては
資料の通りですので審議をよろしくお願い致します。

岡部議長：それ
では第4号議案
の平成31年度予
算案を議題と致
します。執行部
より説明願いま
す。

関経理委員長：これより平成31年度予算案をご提案さ
せていただきます。会誌5月号のp.55〜56が第4号議案の
平成31年度予算書となっております。まず一番上の行を
横に見ていただくと公益目的事業会計、収益事業等会計、
法人会計に分かれており、その合計が右から3番目の予
算合計になります。その右側に参考として前期予算との
差異を掲載しました。この3列を見ていただきご説明致
します。事前に資料を配布しておりますので特徴的なも
のを説明し、金額については端数の読み上げを省略させ
ていただきます。まずp.55上半分ですが、1．経常増減
の部、（1）経常収益で本会の収入を示しています。受取
会費でありますが、会員は約2,300名ということで正会
員と賛助会員で合わせて約2,390万円を計上しておりま
す。その他は前年実績を参考に計上しております。次に
p.55下半分とp.56にかけての（2）経常費用つまり支出を
ご説明致します。事業計画でも説明されましたが例年通
りの事業が予定されております。会議費につきましては、
会議数の増加及び代議員制移行により、また印刷製本費
については、会誌発行の増加と研修会参加者の増加が見
込まれその資料作成等が含まれます。その他の項目は前
期予算との対比で分かる通り、昨年度とほぼ同額または
減額となっており、今まで通りの節約志向での活動を目
指しています。また、活発に公益活動を実施することと
研修事業の充実を目指すということでやや予算を増額し
た部分もございます。以上より最終的に経常収益を4,502
万円、経常費用も4,502万円となり、当期経常増減額は
0円となります。以上で平成31年度予算書をご提案しま
す。ご審議をよろしくお願い致します。
岡部議長：これより質疑に入ります。恐れ入りますが、
発言者の方はスタンドマイクまでお願い致します。また、
所属地区・氏名を述べてから、発言願います。質問に対
しては執行部より回答致します。

河手代議員：第14地
区の河手と申します。
p.55の収益なのです
が、前年度に比べて広
告収益が700万円増と
なっております。また
会議費も大幅に増えて

おりますがこちらは関東甲信越診療放射線技師学術大会
の影響と考えてよろしいでしょうか。
関経理委員長：ご質問ありがとうございます。本年度は
関東甲信越診療放射線技師学術大会が開催されますの
で、研修会事業収益と親睦会事業収益また受取補助金、
広告収益を増額して計上しております。ご質問の点は大
会費用として考えていただいて結構でございます。
河手代議員：こちらは別の会計項目にはならないでしょ
うか。
関経理委員長：会計基準に定められており、そちらに準
じております。
河手代議員：ありがとうございました。
岡部議長：その他、ご質問はございますか。それでは、
第3号議案 平成31年度事業計画案について採決を行いま
す。採決係の皆さん準備願います。反対の方、挙手願い
ます。保留の方、挙手願います。賛成の方、挙手願います。
賛成多数、よって、平成31年度事業計画案は原案の通り
承認されました。次に第4号議案 平成31年度予算案につ
いて採決を行います。採決係の皆さん準備願います。反
対の方、挙手願います。保留の方、挙手願います。賛成
の方、挙手願います。賛成多数、よって、平成31年度
予算案は原案の通り承認されました。次に第5号議案 定
款改正案を議題と致します。執行部より説明願います。

篠原会長：会誌p.57ですが、本会の運営の根本である定
款に関して、東京都より各条項間における齟齬が指摘さ
れました。具体的には、定款第16条と第43条の記載内
容に相違が発生しておりました。定款・諸規程の改正が
必要となるため、定款諸規程等検討委員会を中心に検討
を重ね、理事会に提示し各地区委員会に意見を求めると

富丸議長・岡部議長

第14地区 河手会員
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ともに、本会会誌「東京放射線」2月号に掲載し、平成
31年2月1日から2月28日まで本会ホームページにてパブ
リックコメントを募集しました。変更箇所の詳細につい
ては、「新旧対照表」に示してあります。ご審議をよろ
しくお願い致します。
岡部議長：これより質疑に入ります。恐れ入りますが、
発言者の方はスタンドマイクまでお願い致します。また、
所属地区・氏名を述べてから、発言願います。質問に対
しては執行部より回答致します。ご質問はございますか。
それでは、第5号議案 定款改正案について採決を行いま
す。この議案は、定款第22条第2項の規定により総代議
員の2/3以上の多数を持って議決となります。採決係の
皆さん準備願います。反対の方、挙手願います。保留の方、
挙手願います。賛成の方、挙手願います。賛成多数、よっ
て、定款改正案は原案の通り承認されました。ここで第
1号議案から第5号議案までの採決結果が出ましたので
ご報告させていただきます。第1号議案、反対0、保留0、

賛成60、第2号議案、反対0、保留0、賛成61、第3号議案、
反対0、保留0、賛成60、第4号議案、反対0、保留0、賛
成61、第5号議案、反対0、保留0、賛成61となりました。
以上をもちまして第70回定期総会の議事を終了させて
いただきます。只今をもちまして議長団を解任させて頂
きます。皆さまのご協力に感謝申し上げます。
鈴木総務委員長：岡部議長、富丸議長ありがとうござい
ました。滞りなく審議を終了し、改めて感謝申し上げま
す。以上で本日の全日程が終了致しました。白木副会長
より閉会のご挨拶を申し上げます。

白木副会長：本日は代
議員の皆さまにおかれ
ましては第70回定期
総会にご参集いただき
まして誠にありがとう
ございました。おかげ
さまで滞りなく審議を

終了することができました。ご承認いただきました事業
計画に則って役員一同一丸となって推進する所存でござ
います。また、いただきました貴重なご意見も真摯に受
け止めて努めてまいる所存です。会長からもありました
が、いよいよ関東甲信越診療放射線技師学術大会の開催
となります。当日は約170名の実行委員で執り行ってま
いりますのでぜひご参集をお願い致します。それでは、
第70回公益社団法人東京都診療放射線技師会定期総会
を閉会と致します。本日は誠にありがとうございました。

白木副会長
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 平成30年度

功労賞（勤続20年表彰）・小野賞・地域功労賞  受賞者 

【功労賞（勤続20年表彰）】
第 2 地区	 川田たか子	 永寿総合病院
第 4 地区	 齊藤久美子	 東京都済生会中央病院
第 4 地区	 小野寺裕一	 JR東日本健康推進センター
第 6 地区	 梁川　晋治	 エヌ・ケイ・クリニック
第 7 地区	 飯塚　智裕	 東京臨海病院
第 7 地区	 小林　弘明	 清湘会記念病院
第 8 地区	 菊池　達哉	 大森山王病院
第 9 地区	 末永　光八	 城西放射線技術専門学校
第 9 地区	 浅沼　芳明	 板橋中央総合病院
第12地区	 矢作　真一	 緑成会病院
第13地区	 平本　健一	 みなみ野病院
第13地区	 杣澤　路子	 多摩健康管理センター
第13地区	 松尾　一郎	 町田病院
第14地区	 鈴木　勝敬	 千葉東病院
第14地区	 福野　秀樹	 柏たなか病院
第14地区	 西田　賢治	 松戸市立総合医療センター
第15地区	 戸島　暁史	 吉祥寺あさひ病院

【小野賞】
学術教育委員会	 徳間　信子	 みさと健和病院
編集委員会	 森　　美加	 杏林大学 保健学部
第 1 地区	 齊藤　謙一	 東京逓信病院
第 5 地区	 鈴木　正晴	 東京健生病院
第 6 地区	 鈴木　　勝	 東京女子医科大学八千代医療センター

【地域功労賞（公益社団法人日本診療放射線技師会  表彰）】
第 3 地区	 森　　　俊		
第 5 地区	 若杉　慶市	
第16地区	 工藤　年男	 春日部市立医療センター

平成30年度　功労賞 平成30年度　小野賞 平成30年度　地域功労賞
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こ　 え 

　皆さま「南関東FRT」をご存じでしょうか。南関
東地域女性技師の会（南関東地域 Female of Radio-
logical Technologist）のことです。始めは、公益社
団法人日本診療放射線技師会の中で女性活躍推進委
員会として発足した会ですが、2015年から各地域技
師会の事業となったことを受け、私たち南関東地域
のグループでは「南関東FRT」と命名し活動してい
ます。年に一度の研修会では、女性技師発信ですが
参加者は男女問いませんので、診療放射線技師とし
て社会人として人材育成になるようなコーチングや
コミュニケーションを取り入れながら開催していま
す。
　先日の8月24日（土）15時から公益社団法人東京都
診療放射線技師会研修センターにて、南関東FRT第
5回研修会が開催されました。テーマは「乳腺読影か
ら治療までを学び、コミュニケーション学を身につ
けませんか」。3名の講師にお話しいただきました。
　マンモグラフィの読影では、検診カテゴリーと診
断カテゴリーを区別するようになった最新の情報か
ら、マンモグラフィの画像を中心に他モダリティの
画像と結び付けて考える方法や、その具体例を詳し
くお話しいただきました。一つの症例をマンモグラ
フィ・超音波検査・MR・CT・病理と関連して説明

いただき、とても勉強になりました。
　放射線治療では、マンモグラフィ画像から各検査
を経て病期を考え、リンパ節領域を考えていくこと。
治療の目的と期待する効果、そして治療計画と線量
分布の評価の仕方をたくさんの画像で説明してもら
い、スキンケアのタイミングや大切さは本当にため
になりました。
　最後は、ある大学のコミュニケーション学を教え
ている教授から、伝える課題とそれを説明する根拠
の考え方にロジックツリーを使うと頭の中で簡単に
文章が整理できることを教えていただきました。コ
ミュニケーションは毎日の撮影の時だけでなく、職
場内や家庭でなど、生きていく上で必要なスキルな
ので、少しでも円滑な人間関係を構築していけるよ
う、もっとスキルアップしていきたいと思っていま
す。そして、このようなことはやはり訓練が必要だ
と思うので、日々忘れずに試していきたいと思う内
容でした。
　簡単ですが、今回の感想を記載致しました。次回
は2020年8月22日（土）を予定しています。興味の
ある方は開催日が近くなりましたら、技師会ホーム
ページや会誌のチェックをお願いします。多数のご
参加をお待ちしています。

「南関東FRT第5回研修会」に参加して
よこはま乳腺・胃腸クリニック　大内里香
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こ　 え 

　5月18日に新宿駅西口広場で行われた、看護フェ
スタに参加しました。ここでは看護師を中心に多く
の職能団体が毎年参加しています。東京都診療放射
線技師会も毎年参加しており、マンモのしこり体験
と放射線検査・治療についての相談を行いました。
今年はドラマで「ラジエーションハウス」が放映さ
れていたこともあり、「診療放射線技師会です」と
言うと「あー、ラジエーションハウスの」という人
が幾分か見られ、例年より周りの反応が違うように
も感じました。マンモしこり体験では、乳房ファン
トムを使用し、経験豊富な女性技師が自己触診の方
法やマンモグラフィー検査など詳しく説明をしてお
り、終了まで人が絶えることなく大盛況で関心の高
さをうかがわせました。放射線検査・治療相談のブー

スにおいては、やはり各種検査による被ばく線量が
どれくらいなのかという声が多く聞かれました。こ
こではさまざまな方と話すので時には、ヤバイ（い
ろんな意味で）と思わせる方とも話しますし、とて
も興味深い話に出くわすこともあります。私自身も2
年前にここで、都立病院の元技師という方に会いま
した。その人自身はすでに引退されているとのこと
でしたが、さまざまな病院の技師で構成されている、
東放技の活動に興味を示していました。またご自身
が在籍していた都立病院の技師会のことについても
話されていて、興味深く聞いた思い出があります。
　今後も診療放射線技師の認知度向上や自身の見識
を広げるためにも、できるだけ参加しようと思いま
す。

看護フェスタに参加して
慈生会野村病院　江積孝之
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こ　 え 

　今年で18回目の開催となりました「ピンクリボン
ウオーク」は、豊洲公園を基点として、2キロ、4キ
ロ、10キロの3コースに分かれて街を歩き、ピンク
リボン活動をアピールする啓発イベントです。ピン
クリボン活動についてはすでに多くの方が知るよう
になりましたが、それを自分自身の問題として捉え、
定期検診の大切さや、技師会活動を知ってもらう良
い機会と思い今年も参加してきました。
　4月7日（日）当日、イベント会場となる豊洲公園
には、ピンク色を身に着けた多くの参加者たちが集
まりました。技師会メンバーは全員、青いジャン
パーを着て、若干浮いて？？ 目立ちながらの広報活

動をしてきました。
　出発式でオープニング、準備体操が行われ、スター
ト。皆さん元気よく出発、それぞれの距離を歩いて
ゴールです。早い方は30分ぐらいで戻られていまし
た。
　イベントに参加して、改めて増え続ける乳がんに
ついて皆さんが自分事として考え、今日元気にゴー
ルできたのも健康あってのことだと話されていたの
が印象的でした。また、一人でも多くの女性を乳が
んから守るために、唯一の手段である検診をアピー
ルするピンクリボン活動を今後も続けていきたいと
強く感じる一日となりました。

「ピンクリボンウオーク2019」印象記
慶応義塾大学病院　田中志穂
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超音波スクリーニング研修講演会2019五反田

■会　　　期：令和元年12月14日（土）　午前9時55分～午後5時00分
　　　　　　　※開場・受付開始：午前9時00分から
■会　　　場：TOC五反田メッセ（東京都品川区西五反田6−6−19）
　　　　　　　※JR山手線『五反田』西口より徒歩10分
■参　加　費：6,000円　事前登録不要
■主　　　催：特定非営利活動法人　超音波スクリーニングネットワーク
■共　　　催：日本総合健診医学会／日本消化器がん検診学会
■後　　　援：全国労働衛生団体連合会／日本超音波検査学会／日本臨床衛生検査技師会／
　　　　　　　東京都臨床検査技師会／神奈川県臨床検査技師会／日本診療放射線技師会／
　　　　　　　東京都診療放射線技師会／神奈川県放射線技師会／超音波検査法フォーラム／東京超音波研究会

■問い合せ先：超音波スクリーニングネットワーク
　　　　　　　E-mail：us-net@pl-tokyo-kenkan.gr.jp
■ホームページ：http://us-screening.kenkyuukai.jp/

■プログラム　　　　　　　　テーマ：USスクリーニングの重要所見
時間 第一会場（自由席1,000席） 第二会場（優先席150席・自由席200席）

9：55 開会の辞　　理事長　桑島　章

10：00
～10：45

▪胆道
講師：岡庭 信司（飯田市立病院）
司会：北村 拓郎（茅ヶ崎徳洲会病院）

▪ライブセミナー1  肝臓
講師：丸山 憲一（東邦大学医療センター 大森病院）
司会：永井 　悟（湘南藤沢徳洲会病院）

11：00
～11：45

▪腎臓
講師：関口 隆三（東邦大学医療センター 大橋病院）
司会：古賀 祥子（公立学校共済組合 関東中央病院）

▪ライブセミナー2  胆道
講師：若杉 　聡（千葉西総合病院）
司会：小宮 雅明（亀田総合病院）

12：15
～13：00

▪ランチョンセミナー『ちょっと当てたいカラードプラ』
講師：刑部 恵介（藤田医科大学 医療科学部）
司会：丸山 　勝（東京逓信病院）

※�ランチョンセミナーは、第二会場でもサテライト
会場として映像・音声が流れます。

13：15
～14：00

▪乳腺
講師：尾羽根範員（住友病院） 
司会：小野寺雅美（野村病院）

▪ライブセミナー3  実践！腹部スクリーニング
講師：神宮字広明（東京都予防医学協会）
　　　伊藤 正範　（新宿健診プラザ）
司会：岩田 好隆　（東京女子医科大学 東医療センター）

14：15
～15：00

▪肝腫瘤性病変
講師：小川 眞広（日本大学病院）
司会：藤崎 　誠（富士フイルム健康管理センター）

▪ライブセミナー4  膵臓
講師：岡庭 信司（飯田市立病院）
司会：吉成 亀蔵（那須赤十字病院）

15：15
～16：00

▪膵臓
講師：比佐 岳史（JA長野厚生連 佐久医療センター） 
司会：岩下 和広（飯田市立病院）

16：15
～17：00

▪肝びまん性病変
講師：森 　秀明　（杏林大学医学部付属病院）
司会：金久保雄樹（水海道さくら病院）

17：00 閉会の辞　　副理事長　岡庭 信司

※超音波検査士更新5単位が付与されます。
※ランチョンセミナー　昼食を用意しています。（1,000食限定）
※超音波関連書籍の展示販売を行います。

TOC五反田メッセ  アクセス
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学術講演会・研修会等の開催予定
日時、会場等詳細につきましては、会誌でご案内しますので必ず確認してください。

2019年度
　1. 学術研修会
　　　第22回メディカルマネジメント研修会	 令和元年11月
　　☆第18回ウインターセミナー	 令和 2 年 1 月
　2. 生涯教育
　　　第66回きめこまかな生涯教育	 令和元年10月 5 日（土）
　　　第67回きめこまかな生涯教育	 令和元年11月 9 日（土）
　　　第68回きめこまかな生涯教育	 未定
☆3. 日暮里塾ワンコインセミナー
　　　第89回日暮里塾ワンコインセミナー	 令和元年10月26日（土）
　　　第90回日暮里塾ワンコインセミナー&第13地区研修会	 令和元年12月 5 日（木）
　　　第91回日暮里塾ワンコインセミナー	 令和 2 年 1 月23日（木）
☆4. 第19回東放技・東京部会合同学術講演会	 令和元年11月 2 日（土）
　5. 集中講習会
　　　第12回MRI集中講習会	 令和 2 年 2 月
☆6. 支部研修会
　　　城北支部研修会	 令和元年10月 4 日（金）
　　　城西支部研修会	 令和元年10月 7 日（月）
　　　城南・多摩支部研修会
　7. 地区研修会	
　　　第 4 地区研修会	 令和元年11月 8 日（金）
　　　第 9 地区研修会	 令和元年11月29日（金）
　8. 特別委員会研修会
　　　SR推進委員会研修会	 令和 2 年 1 月24日（金）
　　　		  令和 2 年 3 月
　9. 地球環境保全活動	
　　　荒川河川敷清掃活動	 令和元年10月27日（日）	
　　　日暮里駅前清掃活動	
　　　富津海岸清掃活動

　関連団体
　学校創立60周年・同窓会創設40周年記念式典・祝賀会	 令和元年10月 5 日（土）
　第7回 Kanto Advanced MR Forum	 令和元年11月16日（土）
　2019年度第4回業務拡大に伴う統一講習会	 令和元年11月16日（土）〜17日（日）
　東京電子専門学校診療放射線学科 50周年総会記念式典・祝賀会	 令和元年11月24日（日）
　超音波スクリーニング研修講演会2019五反田	 令和元年12月14日（土）
　2019年度第5回業務拡大に伴う統一講習会	 令和 2 年 1 月18日（土）〜19日（日）
　2019年度第6回業務拡大に伴う統一講習会	 令和 2 年 2 月29日（土）〜 3 月 1 日（日）

　（新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう）
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　「十五夜」、「十三夜」、「十日夜」は
風情を楽しむだけではなく、収穫と密
接な関わりがあります。古来より月と
太陽は陰と陽の象徴で、月は「お陰さ
ま」の心に通じると考えられてきまし
た。美しい月を愛でながら収穫や自然
に対して感謝をする日本らしい行事で
あると思います。
　今年の十三夜は10月11日（金）、十
日夜は11月6日（水）です。お仕事帰り
に夜空を眺めてみるのも良いかもしれ
ません。
 <Chai姉>

今 年の中秋の名月は9月13日。そ
の翌日の14日は今年で最も小さ

い満月が見られる日だったそうです。
月の見かけの大きさは最も接近する時
と最も遠ざかる時で目に見て分かるほ
ど変わるとのことですが、うっかり見
逃してしまいました。
　お月見といえば、中秋の名月のほか
に「十三夜」、「十日夜（とおかんや）」
というものがあります。「十三夜」は
その名の通り、旧暦8月15日の十五夜
のあとに巡ってくる十三夜を指してい
ます。日本でうまれた風習だといわれ
ており、栗や豆の収穫祝いでもありま
す。「十五夜」に次いで美しい月だと
いわれており、昔からとても大事にさ
れてきました。また、どちらか一方し
か月見をしないことを「片見月」「片
月見」といい、縁起が悪いとされてい
ます。
　一方、「十日夜」とは東日本を中心
とした旧暦10月10日に行われていた
行事です。ただし、十日夜は稲刈りを
終えて神様を見送る行事であるため、
収穫祭としての意味合いが強く、お月
見がメインではないようです。



令和元年度4月～8月期    
年　月 月末会員数 新　入 転　入 転　出 退　会

平成30年度末集計 2,235 198 33 25 134
平成31年  4月 2,246 14 2 2 3
令和元年  5月 2,270 27 1 3 1
令和元年  6月 2,293 24 0 1 0
令和元年  7月 2,325 28 4 0 0
令和元年  8月 2,338 16 0 2 1
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